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研究要旨 

感染症情報は住民の生活に大きな影響を及ぼす非常に公共性の高い情報であり、感

染症に注目している多くの人々がそれぞれの立場で利用することが想定される。情報

の利用に対応するためには公開可能な情報をデータベース化し、表、グラフ、地図等

を簡便な手順でホームページに表示することで、利用者が必要な情報を自由に取得で

きるシステムの構築が有効である。本研究ではさまざまなデータをグラフィカルにま

とめ、データの可視化を図るダッシュボード機能を導入し、一般利用者が感染症情報

を効率的に利用できるホームページ(https://www.idsi-net.org/epiddb/)の作成を

試行した。 

 

A. 研究目的 

わが国では感染症を取り巻く状況の変化に迅

速かつ適確に対応するため、「感染症の予防及び

感染症の患者に対する医療に関する法律(感染

症法)」が大きな役割を果たしている。感染症発

生動向調査は感染症法の大きな柱として感染症

対策の基本となるものであり、患者の発生状況、

病原体検査情報などを迅速に収集､分析､提供す

ることによって、感染症の予防と拡大防止を図

ることを目的に実施されている。 

感染症サーベイランスシステム(NESID)は感

染症発生動向調査の情報を効率よく収集し、必

要に応じて解析するための情報ネットワークシ

ステムであり、保健所、地方感染症情報センタ

ー、地方衛生研究所、中央感染症情報センター

の各関係機関が相互に接続されているが、イン

ターネットから切り離されたクローズドなネッ

トワークである総合行政ネットワーク(LGWAN)

を利用していることから、地域の医療福祉関係

者、教育関係者、公衆衛生分野に関心の高い一

般の人がNESIDに集積された感染症情報を利用



することはできない。 

また、地方感染症情報センターが開設するホ

ームページでは原則として当該自治体の情報の

みが提供されることから、複数自治体の情報を

包括的に収集することができない。 

本研究では一般利用者へ向けた情報提供の一

例として複数自治体の情報を一覧することがで

き、簡単な操作で表、グラフ、地図等を表示し、

その情報を取得できるホームページの作成を行

った。 

B. 研究方法 

 国立感染症研究所がホームページで一般に公

表している、感染症発生動向調査週報速報デー

タをデータベースに登録した。この情報には疾

患名、発症時期（週）、届出人数、都道府県名が

記載されているが、届出保健所、性別、年齢、

症状など他の属性は含まれていない。これらの

情報を一目で理解できるよう、ダッシュボード

機能の導入を試み、表、グラフ、地図などをわ

かりやすく可視化するホームページを試作した。 

 

C. 研究結果 

 情報を分析する際には様々な指標、データを

正しく把握したうえで、推移や関連性を考える

ことが重要である。多くの属性を持つデータを

１つの画面にまとめ、グラフィカルに表示でき

ることがダッシュボード機能のメリットされて

いる。 

定点把握対象疾患では都道府県、疾患名、開

始年、開始週などを選択することで表図1-2、週推

移グラフ図3を表示することができる。 

全数把握対象疾患では表、週推移グラフ図4の

ほかに年推移グラフ図5、当該週までの累計グラ

フ図6、も表示することができる。 

地図表示図7は公表されるデータの属性から、

都道府県単位での表示に留まる。 

 

D. 考察 

感染症情報は住民の生活に密接に関連し、非

常に公共性の高い情報であり、感染症に注目し

ている多くの人々がそれぞれの立場で利用する

ことが想定される。 

これらの情報を誰もが簡単に利用できる様に

ホームページ上に掲載されることが重要であり、

頻繁に行う必要があるホームページの更新を効

率化することも効果的である。 

このためにも公開可能な情報をデータベース

化し、利用者が必要に応じて情報を自由に取得

でき、表、グラフ、地図等が簡便に表示される

ページの提供が有効である。 

人間は文字情報だけでなく、画像や動画を加

えることで一度に多くの情報を確認することが

でき、直感的にデータを理解できるようになる。

ダッシュボード機能の導入はコンピュータシス

テムの操作に慣れていない利用者であっても傾

向などを確認しやすくなり、迅速、的確な判断

などに活かせるようになる。また、クリック一

つの簡単な操作でグラフの形態や系列を切り替

えたり、データを絞り込むこともでき、より詳

しい分析ができるようになる。その上で、アニ

メーション形式で推移を表示することも可能で、

より多彩な表現が期待される。 

各地方感染症情報センターでは感染症週報と

して地域の感染症の状況を公表しているが、こ

の情報を利用しようとする場合には、それぞれ

の地方感染症情報センターのホームページから

その情報を取得する必要があり、単一ページで

複数自治体の情報を入手することができない。 

本報告で示した情報提供の例は一般の情報利

用者にとって有効な手段となると思われる。 

一方、各地方感染症情報センターは調査対象

となる週の翌週（概ね水曜日もしくは木曜日）

に情報が公開されるが、中央感染症情報センタ

ーが提供するIDWR速報データの公開は翌々週の

火曜日と遅くなっている。また、公開される全

数把握対象疾患は累積数のみが更新され、各週

の報告数の更新が行われていない。また、全数

把握対象疾患、定点把握対象疾患ともに性別、

年齢、届出保健所等の公開がされておらず、よ

り多くの情報の公開が今後の課題となる。さら

に、インフルエンザ入院サーベイランスの情報



はNESIDでの取扱いが異なることから、公開され

ていない機関も多く見られる。2012年4月から

NESIDに一元化される予定（健感発0729第3号、

平成23年7月29日）とされていたが、現時点では

改善されていない。 

新型コロナウイルス感染症(COVID-19）の流行

を受けて、新型コロナウイルス感染者等情報把

握・管理支援システム(HER-SYS)が新たに開発さ

れたが、NESIDとの連携がとられていないため、

国立感染症研究所の公開情報では2020年途中か

らゼロ(0)となっている。 

 

E. 結論 

 感染症発生動向調査で収集した情報は各地方

感染症情報センターのホームページからその情

報を取得する必要があるなか、本報告で示した

情報提供例は複数自治体の情報を単一のページ

で取得することができ、一般の情報利用者にと

って利便性の向上が期待できる。 

地方感染症情報センターが提供する情報は基

本的に当該自治体の情報のみであり、その内容、

形式、種類はまちまちである。今後、一般の利

用者の情報取得が容易になれば、ホームページ

上での様々な形の情報提供の試みが行われるも

のと期待される。また、感染症研究所が毎週更

新する情報は定点把握対象疾患では各週の患者

数、定点あたり患者数、全数把握対象疾患にお

いては累積患者数のみに留まり今後の改善が望

まれる。 
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図 1．都道府県別表の表示例（定点把握対象疾患）  図 2．疾患別表の表示例（定点把握対象疾患） 

全数把握対象疾患でも同様の表が表示される 



  

図 4．週別推移グラフ表示例（全数把握対象疾患） 

図 3．週別推移グラフ（定点把握対象疾患）     

図 5．経年推移グラフ（全数把握対象疾患）  

図 6．年累計グラフ（全数把握対象疾患） 

   棒グラフと円グラフ（人口 10 万人当たり 

も同時に表示） 図 7．地図表示（定点把握対象疾患）  


